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暫 一翁｜小高区ゆかりの作家･生麗百年島尾敏雄が今また注目です！■島尾敏雄（1917

○敏雄は、「国家のエゴや打算で始まる戦争の愚かさ、無意味さを訴えている」の－面も。

南相馬市の『憲法｣配布「朝日新聞』社説に二度目の掲載
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|◇これは7月23日付『朝日新聞』の社説（－部）ですが、南相馬市の「憲法」配布につ｜
' |いて論述しています。◇この「憲法70年」の記述取材のため、6月30日、朝日新聞大阪1
本社から、社会社説担当の加戸靖史（かどやすふみ）論説委員が、南相馬市の本会事務｜
,局を訪ねてきました。◇平田会長、事務局の志賀勝明、山崎健一、会員の小川尚一市会i
l議員が対応し、「憲法」冊子配布を陳情したいきさつや、大露災の被災市民の様子や小高i
i区の状況などを説明し、それがこのような社説になりました。◇なお、「憲法」配布につi
lいての『朝日新聞』社説掲載は、昨年11月3日付に続いて二度目です。
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◇さらに加戸記者は、8月18日付『朝日新聞』『社説余滴』で、「核が踏みにじるもの」と題
して、原発事故で憲法が踏みにじられている具体的な市民の例を述べ、核兵器も原発も「個人
の尊重」（憲法13条）という至上原理と矛盾する存在ではないか、と訴えています。
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○7月3日(日)福島県九条の会･全県交流集会が、郡山市中央公民館で開かれ、本会
から平田会長、石田賢二、志賀勝明、山崎健一が出席。○県内の1○の「九条の会」がそ
れぞれ活動報告を行い、中通りや会津の会は「9の日行動」など熱心な活動ぶりで、見倣う
ことも大変多いと感じました。○本会も約1○分間、山崎が日頃の活動を報告しました。
1i'－＜事務局よLI> --
支持率低迷の安倍政権で､「憲法改悪はもう

|,できないよ」という楽観的な人と、「いやいや、
アベのことだから油断できない。居直って一強
の今のうちにやってしまうかも。9月から警戒
が必要だ」という人も。どうでしょう？

｢対話｣｢外交｣などの考えなし｡8月29日朝の1
「Jアラームはまるで空襲警報だ」と言う方も。｜
ミサイルは上空550キロで、政府による煽りす
ぎです。防衛費も過去最大の5兆2551億円。

国連軍縮会議に､高校生の演説見送り｡すべ
て日本はアメリカの盾で、言い成りです。

北朝鮮の爆走に｢断固たる対応｣ばかりで、

＜|｢Iさらま‘う九条の会』事務局|市外局番はTEL0 244>シ頓ﾐ蚤
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